
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  
   
 

学 校 名 恵那市立上矢作中学校 

実 施 期 間 平成２５年①11月9日（土） ②11月1日（金）、26日（火） ③11月27日（水） 

 ④12月1日（日） ⑤12月7日（土） ⑥12月14日（土） 

 
実 施 概 要 

  
①家族参観 合唱祭 ②ゲートボール交流会 ③福寿苑訪問 
④ＰＴＡ資源回収  ⑤上中マラソン大会 ⑥上矢作フォーラム 

実 施 内 容 
 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   ☑文化   □産業   ☑その他 

 公開の方法 
  ☑授業公開 ☑成果発表 ☑交流活動 □講演会等 
  □地域行事等参加 ☑その他 

来 校 者 数 保 護 者 ①４０人 ②０人③５人 ④⑤⑥未定  
  計１０７人 

地域関係者 ①１２人②２０人③３０人 ④⑤⑥未定 

実 施 状 況 
 

① 11月9日（土）本校体育館で中学校合唱祭を行う 
（１）全校スローガン 「つながる」 
（２）曲名 全校合唱「この星に生まれて」  職員合唱「君をのせて」 
      １年生「明日の空へ」「COSMOS」 
      ２年生「君と見た海」「空駆ける天馬」 
      ３年生「信じる」「青葉の歌」 
  地域の方も招き、4月から取り組んできた合唱を発表した。合唱を通して、
成長振りを保護者や地域の方に見ていただいた。 

② 11月１日（金）および26日（火）ゲートボール交流会 
地域の活性化および地域に貢献する活動として生徒が提案した取組で

ある。地域の老人クラブの方を講師として招きゲートボールを通して交流
した。1回目はゲートボールの基本的なルール、2回目は基本的な戦術につ
いて教えていただいた。お礼として、地域の伝統である福寿太鼓を全校生
徒で披露した。 
③ 11月27日（水）特別養護老人ホーム 福寿苑訪問  
 年2回訪問させていただき、入所されている方に少しでも喜んでもらえ
ように合唱を披露している。今回は、学年ごとに合唱と高齢者の方になじ
みのある唱歌を1曲ずつ披露。最後に所員の方と一緒に「ふるさと」を歌
った。思いやりの心を育む活動として位置づけている。 
 
 

成果及び課題 
  

①合唱祭 保護者の感想より 
・一番手ということもあり鳥肌が立ちました。一気に泣けました。がんばりが
とても伝わってきました。「明日の空へ」、声も出ており、感動で涙が出ま
した。恥ずかしがらず一生懸命歌う姿ステキでした。ありがとうございます。 

・どっしり構えていて安心できます。どのパートもきちんと音取りができてい
るので、ハーモニーがすごくきれいでした。心が一つになっている合唱でし
た。下級生があこがれる合唱を聞かせてくれました。さすがです。 

②ゲートボール交流会 生徒の感想より 
・普段ほとんど交流のない老人クラブの方々と、このゲートボール講習会を通
してルールなどの説明をしてもらったり、自分から質問したりして、交流す
ることができたので、今後もこういう活動が増えていくといいなと思いまし
た。 

③福寿苑訪問 当日の様子より 
・一生懸命、誠実に取り組むことができた。唱歌では、多くのお年寄りの方が
涙を流しながら聞いていた。生徒たちも達成感を味わうことができた。 

○どの活動にも誠実に取り組むことができ、保護者や地域の方から温かい評価
をいただいた。自信をもつことができ、主体的に動く逞しさが見られるよう
になってきた。 

▲校内の活動で得た力を校外の活動でも生かし、発展させていきたい。  
  


